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2018 年全国高等学校総合体育大会入賞選手のアンケート調査
─相対年齢効果や運動・スポーツ歴に注目して─
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はじめに

日本陸連科学委員会では、全国高等学校総合体育

大会の入賞選手を対象にアンケート調査を実施して

きた。この調査の意義は、高校トップ選手たちの運

動・スポーツ歴、生活・食習慣（サプリメント摂取）、

心身のコンディショニング、傷病既往などを知るこ

とができる点にある。

本稿では、2018 年度に開催されたインターハイ

入賞選手における幼少年期からの運動・スポーツ歴

などについて報告する。

対象と方法

2018 年度全国高等学校総合体育大会の陸上競技

入賞選手（以下、IH 入賞者）に対して本調査の目

的を文書により説明、了解を得た上で無記名式アン

ケートを実施し、分析可能な回答が得られた 199 名

（男子は 1 年生 1 名、2 年生 21 名、3 年生 79 名の

計 101 名、女子は 1年生 9名、2年生 24 名、3年生

65 名の計 98 名）を対象とした（表 1）。回収率は、

46.9% であった。

結果と論議

全国大会出場者の生まれ月分布は、小・中学校期

においては偏りが大きく、高校期以降にまでその影

響が残存する傾向にあることが指摘されており、特

に早生まれ（1 〜 3 月生まれ）の選手達の自己効力

感（自身の向上可能性への期待感や信頼感，有能感）

が育ちにくい状況にあることや，将来性のある才能

の早期のドロップアウトなどが懸念されている（森

丘、2015）。IH 入賞者の生まれ月分布を 3 ヶ月毎の

割合で比較したところ、男子は年度の上半期生まれ

の割合が約 7割と高かったものの、女子には明確な

偏りの傾向は認められなかった（表 2）。

表３は、多様な運動・スポーツ経験に対する肯定

感を示したものである。男子の 6 割以上、女子の 7

割以上が肯定的な回答（「大変役に立った」および

「役に立った」）をしているが、米国のオリンピック

表１　分析対象者の特徴

表２　分析対象者の生まれ月分布
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代表選手における肯定的な回答（「自身の競技発達

に（とても）貢献した」）の割合が約 9 割であった

こと（Riewald et al., 2014）に比べるとやや低い

傾向にあるといえるだろう。この点については、競

技発達の途上にあるジュニア選手とシニア選手との

相違や、いわゆるシーズン制を基盤した複数種目実

施を奨励・ルール化している米国との競技環境の相

違による影響なども考慮しながら比較検討する必要

があるだろう。

表４は、子どものころの運動遊び頻度を示したも

のである。男女ともに約 8 割が「よく遊んでいた」

と回答し、「あまり遊んでいなかった」と回答した

者は 2％未満であった。渡邊ほか（2015）は、陸上

競技の日本代表選手（以下、日本代表）の小学校

期の運動遊び頻度において、男子の 86％、女子の

88％が「よく遊んでいた」と回答し、「あまり遊ん

でいなかった」と回答した者は 2％程度であったこ

とを報告しており、17IH 入賞者も同様に傾向にあっ

たといえる。

表 5は、小学校期の運動有能感の傾向を示したも

のである。男女ともに「速かった（高かった）と思う」

と回答する割合は、短距離走、跳能力、持久走、投

能力の順に高く、全体的に女子の方が男子に比べて

運動有能感を感じている割合が高い傾向にあった。

渡邊ほか（2015）は、日本代表の小学校期の運動有

能感を種目別に分析しており、短距離、ハードル、

跳躍の選手は 70％以上の者が短距離走能力と跳躍

能力が「高かった」と回答したが、投能力に関して

は「普通だった」という回答が最も多かったことを

報告している。本調査においても、男女ともに半数

以上が「普通だと思う」または「低かったと思う」

と回答していることから、投能力に関しては日本代

表と同様の傾向にあったといえるだろう。

表 6は、陸上競技を始める動機（内的要因）の傾

向を示したものである。男女ともに「自分にあった

競技だと思ったから」の比率が最も高く、「楽しそ

うで面白そうだったから」、「ただなんとなく」、「かっ

こよくみえたから」、「うまくなれそうだったから」

の順に高かった。また、表 7は、陸上競技を始める

動機（外的要因）の傾向を示したものであるが、男

女ともに「指導者やコーチにすすめられて」の比率

が最も高かった。また、第 2位は、男子が「先輩や

友人にすすめられて」であるのに対して、女子は「学

校の先生にすすめられて」であった。渡邊ほか（2015）

は、日本代表が陸上競技を始めたきっかけとして、

中学校期では「仲間に誘われたから」、「陸上競技に

魅力を感じたから」、「親・教師など周りの人に勧め

られたから」などの回答が多く、高校期では「新し

い指導者に誘われたから」や「陸上競技に魅力を感

じたから」などが上位であったことを報告してい

る。これらの結果は、外発的動機づけに関連する「指

導者や家族・友人からの勧誘・推奨」と、内発的動

機づけに関連する「陸上競技自体の魅力（楽しさ）」

を感じさせることが、陸上競技の開始や継続に寄与

することを示唆しているといえる。

表３　多様なスポーツ経験に対する肯定感

表４　子どものころの運動遊び頻度

表５　小学校期の運動有能感

表６　競技開始の動機（内的要因）
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おわりに

日本代表の多くは、中学校期の全国レベル大会の

出場率は 4 割程度に留まるものの、高校期には約 8

割が全国レベル大会に出場し、約 6割が入賞してい

ることから、陸上競技の適性や最適種目を見極める

のは高校期以降が望ましいと考えられている。その

意味で、今回の調査対象である IH 入賞者は、今後、

日本の陸上競技界を担う大切なタレントであり、彼

等の競技環境や指導・トレーニング方法の最適化だ

けでなく、日本陸連としての競技者育成・強化シス

テムの最適化すべく、継続的な実態調査を行うこと

によるエビデンスの蓄積を図っていくことが求めら

れるといえるだろう。
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